
第１回未来型図書館を考える講演会 アンケート(回答数46） 

問1.講演会の内容はいかがでしたか？ 

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 
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問２. 問１についてその理由についてお聞かせください。 

【満足】 

○森田氏のお話をお聴きし、これからの図書館のあるべき姿を理解出来た様な気がしています。 

○他の図書館での具体的な取り組みが分かりやすく参考になった。 

○普段の生活で利用する図書館が、小松市に隣接する場所に限られており、本日の宮崎県、福島県など、

県外の図書館の立ち上げから運営までの講演は、とてもためになりました。 

○満足ではあるけれど、今から新しい未来型図書館をつくっていくという小松市民に、講演会の中で具体

的な示唆があったほうがわかりやすかったかもしれません。でも質問で解決されたように思いました。 

○従来の図書館機能にはない多様な実践的なメニューを見せていただき期待が高まりました。活字文化

に埋没せず地域の生活空間との有機的な交流やわくわくする気づきの場としてすごく将来性を感じた。 

○紹介していただいた図書館のスケールにびっくりし、自分の知っている図書館とは全く異なり、とても

素晴らしいものでした。 

○宮崎や仙台など、事例見せてもらっておもしろかった。 

○全国の情報が得られた。 

○図書館の「役割」について、事例を交えての講義が漠然と「おしゃれな図書館をつくればいい」と思って

いる人に対してのいい刺激になったかと思います。あと、学生の勉強の場づくりの事例もありがたかっ

たです。家でも塾でもない、でも勉強ができる場所が必要と感じていますので。 

○図書館の持つ役割の視野が広がったから。 

○色々携わってこられた図書館につきまして詳しく説明いただき、お考えなどもわかりやすくご説明いた

だけた為。 

○素敵な図書館の事例がみられて視野が広がった。 

○講師が良く、話しの内容も深く分かり易かった 

○小松市の未来の図書館の在り方を、多くの方と一緒に考える時間を共有することができました。市民の

一人として、図書館利用者の一人として、今後の展開が楽しみです。 

○単に本を借りる場、勉強する場としての図書館ではなく、複合的な役割について理解を深める機会にな

ったと思うため。 

○分かりやすい内容と図書館としてのハード、ソフトの両面から考えることができたので。 

 

【やや満足】 

○図書館のあり方ということで考えさせられた。いい話だったと思う。しかし、この話を今後活かせるかど

うかがもやもやしている。 

○図書館の先進事例を把握でき、業務にいかせるので。 

○内容はとても良かったのですが、オンラインの環境に問題があったため。 

○講演内容は、とても面白かったですが運営面に問題があったかとおもいます。 

○どのようなコンセプトで図書館を考えるとよいのか、いくつかの構想が具体的に紹介されたから。 

○すべて手放しで賛成できる内容ではないが、これから新しい図書館をつくっていくうえで参考になるピ

ースは含まれていたと思う。 

○なかなか見学に行けない日本各地の図書館の実例をたくさん見ることができて参考になりました。 



○今回の講演会に１００名余の参加があったのも、未来型図書館を考えないと、現状の図書館を変えてゆ

く契機にしたいと市民が考えたからです。図書館の運営方針を市民ファーストの精神にするなら、運営

主体民化の真剣な検討が必要。 

○素晴らしい図書館なので、あったら嬉しいですが、維持費はどれくらいかかるのかなあ？と思いまし

た。維持するのが大変そうです。 

○図書館が蔵書を保管しているだけの役割ではなく、地域住民のコミュニティーセンターなどの色々な役

割を担っていることを知ることが出来た。 

○市民に開かれた図書館の実例が見れて、うらやましくなりました。建物だけをリニューアルするのではな

く、コロナ禍であっても、年間１００万人もの方々が集う場所は、地域に貢献していくでしょうから。 

○基本的に聞きたいこととは少しずれていただけど、内装とかのことが聞けたのは良かった。 

○ショーケースで選べるのはすばらしい。検索やバーコード絵で選べるのも良い。木を使った箱もいいアイ

デアだと思います。ありがとうございました。 

○今まではどういうのがいいのか、ぼんやりとした感じでした。講演中はっきり、良いなと思った事があっ

たから。 

○たんたんと話されていて、少しとりとめが無いように感じられました。Zoomでネット状況も悪かった

せいもあるのかもしれません。リアルで聞けなかった事がとても残念です。 

○今後の図書館のあり方、考え方（魅力作り）について分かりやすい内容でした。 

○「未来型」の意味や「図書館」の公共性について、はっきりと伝えていた事がよかった。 

 

【どちらとも言えない】 

○家のWi-Fi が悪いのか画像が固まって接続切れになってほぼほぼ参加することが出来ませんでした。

残念です、すみません。 

○ほぼ一事例のみの紹介だったので。もっと多様な未来型を考えたい。 

○写真や解説がスムーズにいかなかったから 

 

【やや不満】 

○ネットワーク環境が不安定だった。講演会の目的がよくわからなかった。 

 

【不満】 

○話の内容が単調でわかりにくかった。ネガティヴな面も言って欲しい 

 

問３. 今後、講演会で聞きたいテーマについて教えてください。（選択は３つまで） 

全国・世界の 

魅力的な 

公共図書館 

地域住民の憩い・

交流拠点としての

図書館の機能 

図書館を核にし

た情報ネットワ

ーク 

みんなにやさしい 

図書館のユニバー

サルデザイン 

市民参加型の 

図書館づくり 

その他 

（自由記載） 

24 29 10 11 ６ ６ 

○小松市にとってどういう図書館が望ましいか？ 

○図書館を核としたまちづくり。 

○なんで図書館だけなのか。図書館ありきではなく地域つくりとして図書館の必要なのかを知りたい。 

○市民参加も重要な要素ですが、行政として芯を持った考え方をもって進めてほしいです。あれもこれも

だと、出来上がったときに？？？なものになってしまうと思います。 

○電子ブックの図書館への導入。 

○図書館に限定しない、市民にとって必要な場づくり。 

 


